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油彩画の印象評価に「タイトル」と鑑賞環境が与える影響
―疑似展示空間を用いた実験的検討―

後藤靖宏（北星学園大学）

キーワード：油彩画の印象，「タイトル」，鑑賞環境

油彩画の印象評価に影響を与える外的な要素に

注目し，絵画の言語的な要素であるタイトルと，

絵画周辺環境の要素である絵画の鑑賞環境の つ

の間に相互的な作用はあるのかを明らかにするた

めに，実際に環境を設定して絵画鑑賞をさせた。

方 法

実験参加者 美術経験のない者 名 男性 名，

女性 名，平均年齢 歳 が本実験に参加し

た。全員が過去に美術展や美術大会の作品出展経

験がなく，半年以内に美術展にも行っていなかっ

た。

実験デザイン タイトル要因 タイトルあり タ

イトルなし，参加者間要因 と環境要因 適切環

境 不適切環境，参加者内 の 要因であった。

材料 構図や色彩があまりに奇抜でない油彩画

具象画 点を準備し，それぞれに適したタイト

ルを単語 語でつけた 。評価は美術作

品に関する「評価性」 ～ と「活動性」 ～

の つの次元に関する 項目ずつを用いた

。

絵画鑑賞環境 「適切環境」では，絵画を高さ

のイーゼルに乗せて，観賞用ソファの前に設置し

た。部屋の照明は電球色で， を流し，不要な

事物は何も配置しなかった 。

「夏休み」

Table1.印象評定の評価項目
1 不快な-快い 6 地味な-派手な
2 悪い-良い 7 静かな-騒がしい
3 嫌いな-好きな 8 悲しい-嬉しい
4 不安な-安心な 9 暗い-明るい
5 不安定な-安定した 10 陰気な-陽気な

適切環境

一方「不適切環境」ではパイプ椅子を 脚並べ，

その正面に高さ のイーゼルを配置して鑑賞

用絵画を乗せた．絵画の背後には高さ約 の事

務用の棚を設置し，その中が統一感のない状態に

なるよう，種々雑多な空き箱を雑然と並べた．照

明は蛍光灯で は流さなかった。

手続き それぞれの環境で実験参加者に 分間自

由に絵画を鑑賞させた後 項目の印象評定を課

した。一方の環境で試行が終了した後に，他方の

環境に移動して同じ試行を繰り返した。

結果と考察

タイトルと環境要因を独立変数，「評価性」と「活

動性」 項目ずつの平均値をそれぞれ従属変数と

して分散分析を行った結果，いずれの場合もタイ

トル要因の主効果のみが有意であり，環境要因の

主効果および両要因の交互作用は有意ではなかっ

た 検定結果は省略 。

どちらの因子においてもタイトルと鑑賞環境と

の間には相互的な関係は見いだされず，タイトル

単独の強力な影響が観察された。これは，絵画を

観る際には，周囲の環境にあまり視線を向けず，

鑑賞中の大半は絵画を観ているからであろう。こ

のことから，より直接的で鑑賞者の理解が促進さ

れる言語情報の方が周囲の環境という外部的情報

に比べて絵画評価に大きな影響を与えると考えら

れる。

今後は，これらの要素を詳細に調べると同時に，

厳密に統制された実験室的実験の結果と比較する

ことで，絵画タイトルと鑑賞環境が評価行動に与

える影響を明らかにすることができるであろう。
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SDGs の認知度における因子分析の結果
因子 1：社会福祉分野（α＝.911） F1 F2 F3

1 貧困をなくそう .833 -.031 .084
5 ジェンダー平等を実現しよう .763 .117 -.048
2 飢餓をゼロに .730 .048 .119
4 質の高い教育をみんなに .674 .183 .020
3 すべての人に保健と福祉を .627 .079 .286

16 平和と公正をすべての人に .612 .215 -.030
10 人や国の不平等をなくそう .476 .204 .316
因子 2：産業経済分野（α＝.899）

8 働きがいも経済成長も .010 .823 .107
9 産業と技術革新の基盤をつくろう .084 .813 .084

17 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟで目標を達成しよう .213 .556 .248
7 ｴﾈﾙｷﾞｰをみんなにそしてｸﾘｰﾝに .378 .477 .025

12 つくる責任つかう責任 .291 .418 .187
6 安全な水とトイレを世界中に .378 .400 .197
因子 3：自然環境分野（α＝.894）
14 海の豊かさを守ろう -.016 .029 .907
15 陸の豊かさも守ろう .086 .051 .855
13 気候変動に具体的な対策を .017 .265 .664
11 住み続けられるまちづくりを .241 .321 .419 SDGs の各因子，設問ごと得点の差異
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教員養成大学の学生における に対する認識

○田爪宏二（京都教育大学） 高垣マユミ（津田塾大学）

キーワード：持続可能な開発目標（ ），教員養成

国連が 2030 年までの国際目標として掲げる「持

続可能な開発目標（SDGs）」は，日本においても

社会的な関心事項であり，様々な場面で啓蒙や取

組みが進められている。学校現場においても同様

に将来持続可能な社会の担い手となる子どもたち

に SDGs に関する適切な意識や知識を育てる教育

が求められており，教員養成大学においてはその

ような力を持った教師を養成する必要性が高いと

考えられる。本研究では，教員養成大学の大学生

における SDGs に対する認識やイメージの様相に

ついて検討することを目的とする。

方 法

調査対象 4年制の教員養成大学の学生 135 名（男

性 43 名，女性 87 名，不明 5 名）。

質問項目 質問紙において，SDGs の 17 の目標に

ついて説明した。その上で各目標について(1)どの

程度興味があるか（関心度），(2)どの程度知って

いるか（認知度），(3) 日本ではどの程度取組みが

なされていると思うか（取組みのイメージ）につ

いて，それぞれ 5 件法で質問し，得点化した。

結果と考察

因子分析 各目標がどのようなまとまりをもって

認識されているのかについて検討するため，設問

ごとに因子分析（主因子法，プロマックス回転解

法，因子負荷量.04 以上を因子項目）を行った。

その結果，(1)関心度については 3 因子に収束し，

それぞれ「社会福祉分野」「産業経済分野」「自然

環境分野」と命名した(Table 1)。(2)認知度につい

ては 2 因子に収束し，それぞれ「環境分野」「生活

分野」と命名した。(3) 取組みのイメージについ

ては，関心度に類似した 3 因子に収束した。質問

項目間の比較を行うため，各設問について(1)関心

度の因子構造にあわせて尺度得点を算出した。

設問間の相関 各因子の尺度得点について，設問

間の相関係数を算出したところ，いずれの因子に

ついても(1)関心度と(2)認知度との間の相関が比

較的高かった（社会福祉分野:r=.403，産業経済分

野:r=.349，自然環境分野:r=.328）。
項目間の比較 尺度得点を従属変数として，設問

（3:関心度，認知度，取組みのイメージ）×因子

（3:社会福祉分野，産業経済分野，自然環境分野）

の因子分析を行った結果，両要因の主効果および

交互作用が有意であった。

交互作用についての多重比較の結果，いずれの

因子においても，(2)認知度の得点は(1)関心度およ

び(3)取組みのイメージのそれよりも低かった。ま

た，(1)関心度と(2)認知度においては，社会福祉分

野，自然環境分野，産業経済分野の順で得点が高

かったが，(3)取組みのイメージについては，因子

間の差異はみられなかった(Figure 1)。
まとめ 因子のまとまりの傾向から，大学生の

SDGs に対するイメージは，開発目標の分野と同

時に，自分自身の生活との関連性の深さによって

も区分されていることが窺われる。また，関心度

に比べて認知度は低いものの，特に社会福祉分野

についての関心は高かった。このことについて，

社会福祉分野に含まれる項目は他の因子のそれに

比べて自信の生活に身近な者が多く含まれている

ため，SDGs における目標をより自身の関心事と

して捉えやすかったのではないかと考えられる。

但し，興味や関心および認識の詳細な内容につい

ては今後検討する必要がある。
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